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H900テクニカルガイド 

光センサ

検出器 製品

CCD 
H350 H400
H450 H600

PSD H900

が違います

ポリゴンスキャナモータの動的測定
高速回転状態での総合面倒れ量の測定ができます。

Polygonモード専用ヘッド
信号処理部には、Polygonモードのプログラムが標準搭載されており
ますが、測定の為には、Polygonモード専用ヘッドが必要となります。

分割型位置センサ
（縦480画素×横640画素）

CCDは縦横の分割情報で検出する
また、複数の反射SPOTが識別できる
（HIP-1200マルチスポット測定）

CCD　　Charge Coupled Device PSD　　Position Sensitive Detector

フォトダイオードの表面抵抗を利用した非分割型位置センサ

連続電気信号 (X/Y座標)が得られる為
位置分解能、応答性に優れる

反射SPOTが複数点あっても識別できない
（マルチスポット測定が不可能）

長所

短所

モニタ表示

検出器

ミラー面検出方法と測定タイミング
Polygonモード専用ヘッドは、ポリゴンモータからのレーザ反射光を検
出ヘッド内部で分岐し、高速フォトダイオード（PD）受光する事で、測
定トリガパルスを生成しています。

■レーザオートコリメータ（H350、H400、H450、H600)との違い

■Polygon対応モデルとは
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測定対象物

PSD
アナログ

A/D変換

H900

デジタル

角度変換 D/A変換

描画

判定

アプリケーションソフト

２ｃｈ

アナログ

レーザ出力の管理

デジタル信号

オシロ
スコープ

非線形補正
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世界最速
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スピードクリティカルな部分の殆どをハードウェアで構成

【A/D変換】
PSDのアナログ信号をデジタル変換

瞬時に補正

【高速デジタル非線形補正】

駿河オリジナル回路（ヘッド内蔵のアンプとA/Dコンバータ）により、ワイドバンドでもS/Nを確保する事に優れています。

PSDは位置分解能と応答性に優れていますが、受光状態により非線形な特性をもち、測定誤差の要因となりえます。
ハードウェアによる非線形補正により500kHzの高速測定環境においても、より正しい値を示すことができます。

実測値実測値

理論値理論値

■世界最速の角度測定を実現する技術




